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ファクタリング会社一覧

	アクセルファクター
	ウィット
	ベストファクター
	ファクタリングジャパン
	ジャパンマネジメント
	株式会社No.1
	ファクタリングスマイル
	アクティブサポート
	FKマネジメント
	シーエスプランニング
	Tranzax






  運営

    	運営者情報
	プライバシーポリシー・免責事項
	サイトマップ












会社選びでもう迷わない！

優良ファクタリング会社を評価
会社一覧はこちら
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ファクタリング優良会社の徹底比較サイト！
調査結果や口コミを掲載中

はじめてファクタリングを利用する方に訪れる試練「会社選び」。サービスを利用するのであれば最低限知っておくべきポイントをはじめ、実際に活動をしている有名どころをまとめたサイトです。利用した方の口コミも集めておりますので、優良会社探しにお役立てください。
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 おすすめのファクタリング会社を比較





















会社名
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手数料
(2社間)



5-15%


5-20%


5-15%


10-20%


15-25%


10-20%


3～18％


10-20%


5-25%


3-10%


不明





手数料
(3社間)



2-8%


-


2-10%


-


5-10%


-


1～10％


5-10%


3-10%


3-10%


不明





所要時間
(目安)



即日対応


即日対応


即日-2日


2-3日


即日-3日


2日-7日


最短即日


2日-7日


即日-3日


2日-7日


不明





創業時期



2018年8月


2016年11月


2017年1月


2013年7月


2016年6月


2016年1月


2016年5月


2017年9月


2018年9月


1979年11月


2009年7月



















会社選びのポイント


[image: ファクタリング会社の選び方をcheck！]

ファクタリングの仕組みから注意点、リスクなどについて充分な理解をした上で利用を決めたら、次に取り組まなければいけないのはファクタリングを任せる「会社選び」です。


会社選びを適当にしてしまうと思わぬ痛手を被る可能性があります。

ここでは、会社選びで失敗しないために大事なポイントを5つに分けて解説します。



	目次

		会社のホームページ
	各種手数料
	運営実績と信頼性
	契約前の面談
	契約書の発行について
	総合的な判断をしよう
	ファクタリング会社一覧





1.会社のホームページ


[image: パソコンとスマホとノート]

利用を検討しているファクタリング会社のことを知りたいのであれば、まずはホームページをチェックするところから始めるとよいでしょう。

それぞれ会社の手数料などを見比べることができるだけでなく、その会社が優良かどうかの判断材料も多く詰まっています。


ファクタリング会社のホームページをチェックする際の見るべきポイント、そしてそこから見えてくるものについて解説します。



会社概要をチェック


まずは会社概要のチェックです。当然ですが、会社概要がホームページにないようなところは利用候補からはずしたほうが良いでしょう。

会社の所在地や連絡先、代表者などの情報を知られたくない、なんらかの疚しい理由があり、意図的に載せていないと言う可能性も充分に考えられます。


会社概要には、主に以下のような情報が記載されています。



		会社所在地
	連絡先、問い合わせ先
	代表者氏名
	資本金
	設立年月





会社概要があったとしても、これらの情報に抜けがあるようなら要注意です。

余裕があるなら、ネットで検索をして本当にその場所にオフィスがあるか、代表者が実在する人物なのかなどを確認するとよいです。


また、資本金は多いほどよいと見て問題ありません。

ファクタリングは時に非常に大きな金額の取引が行われることもあります。

資本金が乏しい会社に、金額の大きい取引を任せるのにはどうしても不安を感じてしまうものです。



ただし、気をつけなければならないのはこれらの情報すべてが、会社側の意図によっていくらでも偽装することが可能な点です。

書いてあることが本当なのかがわからない以上、すべてを鵜呑みにするわけにはいきません。

当サイトも含めたいろいろな口コミサイトなどを通じて情報を集め、本当に信頼できる会社を見極める必要があります。



見やすく、綺麗なサイトか


[image: ファクタリング会社の会社概要を調べる]

次に見るべきなのは、単純に

「サイトが綺麗で見やすいか」

です。


優良な会社は常に顧客目線で運営をしています。

利用者にとって見やすくてわかりやすい公式サイトなっているかどうかで、そこを判別することができます。



どことなく古臭く、しばらくの間放置されていそうなホームページの会社は、実際問い合わせた時にも雑な対応である場合が多いです。

会社の行く末が掛かっている大事な契約を、そのような雑な会社に任せられるでしょうか？ 





2.各種手数料


[image: 手数料でかかったお金と電卓]

ファクタリングの契約には、契約書の作成や公正証書の作成、その他印紙代などの実費を含めた「手数料」がかかります。

その割合は会社によって設定が異なり、2社間3社間といったファクタリングの種類によっても相場が変わってきます。



当然ながら手数料は安いに越したことはありません。

その分だけ利用者側に残る現金が増えるからです。

しかし手数料の相場を知らないことには、高いか安いかの判別のしようがありません。




それでは、ファクタリング契約の際にかかる各種手数料の相場を見ていきましょう。


	2社間ファクタリング手数料	売掛金額の10～25％
	3社間ファクタリング手数料	売掛金額の1～5％



見ての通り、3社間ファクタリングの方が手数料はかなり割安に設定されています。

しかしこれには明確な理由があります。

3社間ファクタリングは売掛債務者である取引先へ債権譲渡の通知を行い、承諾を得た上で締結する契約です。


そうすることによってファクタリング会社は債権者としての立場を明確にすることができ、回収のリスクを低減させることができます。

そしてリスクが低い分、手数料を安く抑えることができるのです。


ただし、実際は2社間ファクタリングを利用する利用者が圧倒的に多いです。

手数料が高いにも関わらず、なぜなのでしょうか？


それはやはり取引先に債権の譲渡を知られたくないから、でしょう。

ファクタリングを利用したということを知られることが、会社の信用に関わるものであるという懸念から、2社間ファクタリングが選択されやすくなっているのです。


契約書の作成費用


ファクタリングは一つの売買契約であり、後々のトラブルを回避するためにも契約書を交わすのが一般的です。

ファクタリングに関わらずこういった取引の際の契約書は、業者側（この場合はファクタリング会社）が用意するのが慣習となっています。


ただし、「特定の条件を加えたい」などの理由から、改めて契約書を作り直すことになった際などには別途手数料を負担することになる場合があります。



その他諸経費


その他にも2社間ファクタリングにおいて債権譲渡登記を行う場合には、司法書士への報酬や印紙代が必要となります。

債権譲渡登記はファクタリング会社としては未回収のリスクを軽減できますが、利用者側としては費用が嵩むので、できれば避けたいところです。


会社によってはこの債権譲渡登記を省略してくれますので、契約前に必ず確認をしましょう。



また、これ以外にも契約に至るまでにかかる交通費や、場合によっては紹介料などが請求される場合もあります。





3.運営実績と信頼性


[image: 階段をのぼるサラリーマン]

会社の運営実績も、ファクタリング会社の信頼性を測るための重要な指標です。

その会社がいつ設立されて、どれだけの期間ファクタリング業者として運営を続けてきたか、ということです。

運営歴が長ければ長いほど信頼性が高まると考えてよいでしょう。



運営歴が長い、ということはすなわちそれだけ顧客の満足度の高い良質なサービスを提供し続けてきた、ということの裏付けになります。

対応やサービスが雑であれば、あっという間にその悪評は広まってしまいます。


そうすれば新規の利用者が減っていき、いずれ破綻を迎えることとなるでしょう。

実際にそのようにして潰れていったファクタリング会社も多くあります。




サービスが悪いだけならまだよいですが、ファクタリング会社を装った闇金のような悪徳業者を避けるためにも、長い運営歴を判断基準に入れることをおすすめします。



単純な設立年月だけでは信用できない？


会社の設立年月は、一般的にホームページなどの会社概要に記載されています。

ホームページのどこを探してもそういった記載がない場合は、その時点で選択肢からはずしてよいでしょう。


[image: ホームページの会社概要を見て疑問を持つ女性]

会社概要に設立年月が記載されていたとしても、それだけで安心してはいけません。

先にも述べましたが、記載内容はいくらでも嘘を書くことが可能ですし、設立年月が本当だったとしてもファクタリング業の運営実績が長いかどうかはそれだけではわからないからです。


口コミをチェックするなどして、ファクタリングに準ずる金融サービスなどの実績があるかなど、会社としてのこれまでの経緯までしっかり把握するようにしましょう。



新しい会社は避けるべき？


単純に運営歴が短いからといって、すべてが危険な会社だとはもちろん言えません。

いま大手と言われているようなところを含めて、すべての会社は運営歴0からスタートしたという過去があることは言うまでもありません。


しかし、それでもなお

「運営歴の浅い、もしくは不明な会社は避けるべき」

としておきます。


ファクタリングは会社の存亡が掛かる大事な取引になることが多いです。

大事な契約なだけに、少しでも不確定要素・不安要素を取り除いておきたいものです。



運営歴が浅く、情報が少ない会社の善悪を見極めるのは難しいため、運営歴が長く、信頼性が保証されているファクタリング会社を選ぶのは当然の選択だと言えます。





4.契約前の面談


[image: ファクタリング取引が無事成立して握手を交わす手]

基本的に、ファクタリング契約の前に利用者と業者の担当で顔合わせをします。



これは、ただ単に契約を交わすもの同士の挨拶が行われるだけではありません。

ファクタリング会社としては、直接会って現在の資金繰りの状況や資金の用途などをヒアリングすることにより、安全な取引ができるかの見極めをしたいと考えています。




金額の大きい取引になりがちなだけに、業者はどうしても慎重にならざるを得ないのです。



面談の内容と大事な心構え


面談では前述した通り、現在の状況やなぜ資金が必要なのか、などオーソドックスな質問が中心となります。

ここでまず気をつけなければいけないのは「嘘をつかない」ということです。

ファクタリング会社側としては正直な話、質問で得られる答えなどは調べればすぐにわかることなのです。



Point
ここでファクタリング会社が見ているのは、本当に信用できる人なのかということに尽きます。




当然ながら嘘が後から発覚すれば、信用など到底してもらえないでしょう。

下手な取り繕いはせずに、現状や要望は洗いざらい曝け出すようにするべきです。



服装や態度も見られる


[image: ファクタリング取引で握手をする2人]

勘違いしてはいけないのが、ファクタリングという取引には、利用者と業者の間でどちらが優位な立場なのか、といった概念は存在しないということです。

あくまでも対等な商取引を行うビジネスパートナーとして相手のことを見なければいけません。


客である自分の方が偉い、などといった考えは完全な間違いで、もし仮にそういった考えのもとに横柄な態度でいたら、まず契約は成立しないでしょう。


また、同様の理由で服装や身なりにも気をつけておきたいです。

おそらく面談の際、ファクタリング会社の担当者はスーツで来るはずです。

相手に合わせてスーツを着て臨むことで、相手のことを考えられる気遣いや誠意を見せることができます。



面談を行わないファクタリング会社


面談をしたがらないファクタリング会社も中にはあります。

基本的に、ファクタリング契約で面談は必ず行われます。

それを省いて契約するとなると、契約書の郵送など逆に手間もかかりますし、なによりお互いの素性がわからないままではリスクが大きいです。


まともな事務所を構えていない悪徳業者や闇金業者は、この面談を省こうとする傾向にあります。

見せられるような事務所はないですし、最初からまともな契約を結ぶことなど考えていないから契約書もいらないのです。

面談の場所を喫茶店に指定してくるような会社も、警戒したほうがよいと言えます。



5.契約書の発行について


[image: 契約書に押す法人印]

ファクタリングを行うにあたって契約書を交わすことは必須事項です。

契約書を交わさない、という選択肢は考えられません。そう持ちかけてくるような業者がもしもいるとすれば、それは悪徳業者なので相手にしてはいけません。


契約書にサインをする前に必ずチェックするべきポイントをまとめました。



償還請求権の有無


特に2社間ファクタリングの場合に、契約書の内容で注目しなければいけないのが「償還請求権の有無」についてです。

「償還請求権」とは、簡単に言えば



ファクタリング契約後に売掛先が不渡りを出した場合に、ファクタリング会社が利用者に対して返済を求めることができるか否か




ということです。


償還請求権が「あり」ならば、万が一の際にファクタリング会社は利用者に返済を求められる分、被るリスクは少なく済みます。

そしてその分ファクタリング契約における手数料も低く設定することができます。


利用者にとって償還請求権は「ない」方がよいでしょう。

事前にかならず契約書で有無を確認しなければいけません。説明もなく勝手に「あり」にされていた、ということもありえるので必ずチェックしましょう。



債権譲渡の登記


ファクタリングを行う額が大きくなればなるほど、ファクタリング会社側は不渡り時のリスクを回避するために「債権譲渡の登記」をしたいと考えます。

万が一のときに自身が債権者である、と主張するのに必要だからです。



これを、利用者に知らせずにこっそり契約書に盛り込み、登記してしまおうとするファクタリング会社も中には存在します。

それ自体は違法行為ではありませんが、利用者にそれを事前告知しないような不誠実な会社は選ぶべきではないでしょう。



「利息」などのワードがないか

ファクタリングを装った貸金を行う悪徳会社（闇金）には特に注意が必要です。

契約書をよくよく確認したら、債権の売買ではなく単純な貸金契約だった、なんてこともありえなくはないです。


契約書を確認した際に「利息」などのワードが含まれていたら、相手は闇金である可能性大です。

絶対に利用してはいけません。


資金繰りに困り、焦っている状況では正常な判断ができなくなります。

闇金業者にとってはそれこそが付け入る隙で、ここぞとばかりに言葉巧みに近寄ってきます。

闇金に手を出してしまえば、先に待っているのは「破綻」の二文字だけです。



総合的な判断をしよう


優良なファクタリング会社を選ぶために見るべきポイントを5つ挙げましたが、もちろん判別するために大事な要素はこれだけではありません。

他にも大事な要素と言えば、実際に面談した際のフィーリングなども挙げられるでしょう。


先述しましたが、ファクタリングの契約においては利用者とファクタリング会社との間に立場の高低はなく、あくまでもビジネスパートナーです。

より親身になって自社の財政状況の建て直しに協力してくれる、そんな姿勢を見せてくれる会社を選びましょう。


ファクタリング会社一覧


[image: 都会のビル群]

ファクタリングを利用するにあたって避けて通ることができないこと。それは「業者選び」です。

しかし、「ファクタリング会社を選ぶ」といってもその数が非常に多いため、どこにするのがベストなのかが非常にわかりづらいのが現状です。


そこで、ある程度の振るい落としを比較サイト等を使って行うことになるかと思います。

当サイトでも差し当たり有名でおすすめの業者に絞り、それを一覧にしています。

特徴やその他の情報から気になる会社があれば、そのまま詳細ページへ進みチェックしてみてください。







アクセルファクター





	[image: アクセルファクターのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社アクセルファクター
	設立	2018年8月
	所在地	東京都新宿区高田馬場1-30-4 30山京ビル5階
	電話番号	0120-077-739
	営業時間	平日10:00-19:00






年間で3,000件を超える問い合わせ相談、そして買取申し込みの総額は300億円に迫る規模で、非常にたくさんの会社から利用されているファクタリング会社です。

アクセルファクター最大の特徴は、なんといっても顧客目線での運営を心掛けている点でしょう。

2％～という良心的かつリーズナブルな手数料をはじめ、様々な事情を抱えて困っている点を考慮し常に柔軟な対応を取ってくれる点は利用者にとって大変魅力的と言えます。

特にアクセルファクターの「即日ファクタリング」は要注目。

何と利用者の半数が即日中の振込となっており、事業資金に関するお悩みをスピーディーに解決することが可能です。


▼参考サイト（アクセルファクター公式）

即日ファクタリング


ファクタリング契約における不安点や不明点、リスクを納得がゆくまで説明してくれるため、はじめてファクタリングを利用する方にもおすすめです。

対応力もさることながら、少額から高額債権まで幅広く対応しており、もっともバランスの取れた優良ファクタリング会社と言ってよいでしょう。




アクセルファクターの詳細へ








ウィット





	[image: ウィットのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社ウィット
	設立	2016年11月
	所在地	東京都品川区東五反田1-6-3 いちご東五反田ビル3F
	電話番号	0120-64-4008
	営業時間	09:00～20:00






2社間ファクタリングのみに絞り、少額の売掛債権を中心に取り扱っているのが最大の特徴です。

個人事業主も含めて利用できる裾野の広さから多くの経営者に利用されており、特化ポイントを絞った結果、非常にスピーディーかつ良心的な手数料でのファクタリングサービスを提供し続けています。

2社間でありながら5％という非常に安価な手数料でのファクタリング実績もあり、多くの中小企業のパートナーとして活躍中です。

初めてファクタリングを利用する、という経営者の方に特におすすめしたい優良業者です。




ウィットの詳細へ








ベストファクター





	[image: ベストファクターのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社アレシア
	設立	2017年1月
	所在地	東京都新宿区山吹町261 トリオタワーノース4F
	電話番号	050-7562-0182
	営業時間	10:00-19:00






ベストファクターは2社間ファクタリングを主に取り扱う業者で、スピーディーかつ柔軟な審査が特徴と言われています。

運送業からの利用が多く、少額から高額にまで幅広く対応。過去には5,000万円を超える債権の買取を行った実績も持っています。

人々の幸せのために必要とされるバックアップ企業になること、を企業方針として掲げており、その顧客目線での運営や手数料設定が評価を集めています。

他社で断られてしまうような複雑な事情を持っている経営者の方に対しても柔軟に対応してくれますので、まず始めの相談相手としておすすめです。




ベストファクターの詳細へ








ファクタリングジャパン





	[image: ファクタリングジャパンのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社Frontierfort
	設立	2013年7月
	所在地	東京都千代田区九段南2-3-21 みづまんビル4F
	電話番号	03-4326-8925
	営業時間	平日9:30-19:00






2社間と3社間どちらにも対応している業者ですが、比重は圧倒的に2社間に寄っています。

手数料は10％～20％程度となっており、標準的なレベルと言えるでしょう。

50万円～最大で3億円まで対応しており、超高額な債権にも対応している点は特徴の一つです。

また、ファクタリングジャパンは経営支援コンサルティングも兼ねたファクタリングサービスの提供を心掛けている業者で、利用者のその後の経営状況の立て直しまでを見据えた的確なアドバイスももらえます。




ファクタリングジャパンの詳細へ








ジャパンマネジメント





	[image: ジャパンマネジメントのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社ラインオフィスサービス
	設立	2016年6月
	所在地	東京都文京区本郷3-37-8 本郷春木町ビル
	電話番号	0120-258-076
	営業時間	9:00-19:00






面談を前提に契約するファクタリングにおいて、業者の所在地は利用者にとってかなり大事な要素となります。

利用したくても遠すぎて行けない…といったことから断念してきた方もいるのではないでしょうか？

その点、ジャパンマネジメントは福岡と東京に拠点を持ち、全国への出張対応を行っている業者です。

自分で出向く必要がない点は非常にありがたい点です。

ただし、申し込みから出張面談までは多少のタイムラグが生じるため、緊急時の対応は難しいというところだけ覚えておかなくてはなりません。




ジャパンマネジメントの詳細へ








株式会社No.1





	[image: 株式会社No.1のスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社No.1
	設立	2016年1月
	所在地	東京都豊島区池袋4丁目2−11 CTビル3F
	電話番号	0120-700-339
	営業時間	平日9:00-20:00






東京と名古屋に拠点を持ち、5年以上の運営実績がある時点で信頼できる業者と見てよいです。

ただし、ホームページ上に資本金や手数料に関する情報がなかったため、事前に確認は入れておきたいところです。

顧客満足度は97％と高く、2社間3社間両方に対応する柔軟性もあります。

建設業に特化しているということではありますが、いまのところその根拠となる情報は入ってきていないため、こちらも確認が必要となります。




株式会社No.1の詳細へ








ファクタリングスマイル





	[image: ファクタリングスマイルのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	ファクタリングスマイル
	設立	2016年5月
	所在地	記載無し
	電話番号	記載無し
	営業時間	9:00～18:00（日・祝日休み）






資本金が8,888万円と潤沢で、ホームページの様子からも堅実な業者であることが伺えます。

しかしその分、審査が厳しいという声も見受けられ、中小企業や個人事業主だと利用を断られてしまう恐れがある点には注意が必要です。

手数料はあらかじめ明示されており、その数字も良心的な設定になっていると言えます。

利用が可能かどうかのハードルさえクリアすることができれば、ファクタリング業者としては頼もしい存在になるでしょう。




ファクタリングスマイルの詳細へ








アクティブサポート





	[image: アクティブサポートのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社アクティブサポート
	設立	2017年9月
	所在地	東京都豊島区南池袋2丁目13-10-10 南池袋山本ビル3階
	電話番号	0120-595-095
	営業時間	平日9:00-19:00






ファクタリングにおいて振込までのスピードは、利用者から非常に重視されるポイントとなっています。

1分1秒でも早く、今抱えている資金的問題を解決したい、と考えるのは至って普通のことだからです。

アクティブサポートはファクタリング一連の流れを極限まで簡略化し、スピーディーな入金を実現している業者の一つです。

2社間・3社間どちらの形式にも対応しており、利用する会社の業種も多種多様。まさにオールラウンドに動いてくれる業者です。




アクティブサポートの詳細へ








FKマネジメント





	[image: FKマネジメントのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社FK商事
	設立	2018年9月
	所在地	東京都品川区西五反田3丁目13-2 オークプレイス目黒リバーテラス504号
	電話番号	0120-553-114
	営業時間	24時間






営業時間こそ19時までとなっていますが、365日24時間フリーダイヤルにて受け付けをしている業者です。

緊急時にもすぐにつながる頼もしさが特徴ですね。

2018年創業と、決して長く運営しているわけではありませんが、資本金も5,000万円となっており、資金面での不安もありません。

また、すべての手続きをオンライン上で完結できる新しいシステムも導入されており、利便性にも優れています。




FKマネジメントの詳細へ








シーエスプランニング





	[image: シーエスプランニングのスクリーンショット画像]

		基本情報
	社名	株式会社シーエスプランニング
	設立	1979年11月
	所在地	東京都豊島区南大塚3-43-1
	電話番号	0120-321-778
	営業時間	平日9:00-18:00






シーエスプランニングが提案する「追われるファクタリング」。これは、ファクタリングの利用を繰り返す自転車操業ではなく、最終的な立て直しまで見据えた建設的な債権売買を行うことです。

むやみに利用を促すのではなく、それがたとえ長期に渡ったとしても計画的な立て直しに最後まで付き合うのがこの会社の特徴です。

ただし資本金が1,000万円と、ファクタリング会社としてはやや心もとなく、高額な債権買取には対応できない可能性があるので、確認が必要です。




シーエスプランニングの詳細へ








Tranzax
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		基本情報
	社名	Tranzax株式会社
	設立	2009年7月
	所在地	東京都港区新橋1-12-9 新橋プレイス 8F
	電話番号	03-5510-8077
	営業時間	記載無し






元々ファクタリング会社ではありませんが、電子記録債権システムを販売している会社で、債権を電子化することでよりスピーディーな資金調達を可能にしてくれます。

ただし、このシステムを使った債権の売買を行うには、取引先にも同様のシステムを導入する必要があり、現実的に考えて緊急時の資金調達に利用するのは難しい、という判断に至りました。

資本金が17億円ある大企業ですので、会社の信用性は間違いありません。




Tranzaxの詳細へ
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